
第7章　あとがき

　鋼橋では、合理化設計に伴い少数主桁や板継省略による厚板化の傾向が見ら

れる。また、平成8年の道示の改訂において、板厚の適用範囲が50mmから

100mmに広がっていることから、各ファブリケーターでは、道示のすみ肉

溶接脚長に関する規定S≧r2tに対し、施工上で新たな問題点を抱えている

のが現状である。

　これらのことから、今回WGで、急冷割れに着目してS≧．r2tを検証でき

たことは、非常に有意義であった。だだし、検証のため用いた予熱温度推定法

においても、今回数点の仮定条件において十分な検討が加えられなかったため、

今後の課題としていき．たい。

　最後にこの検討に御助言頂きました森先生（法政大学）、アンケートにご協

力いただきました鋼技研施工部会各社の皆様に心から感謝申し上げます。
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